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平
成
二
十
五
年
十
二
月 

半
世
紀
も
前
の
こ
と
、
父
の
赴
任
地
、
米
國
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
い
て
初
め
て
人
種
差
別
に
遭
遇
せ
り
。

そ
れ
以
前
パ
リ
に
て
初
め
て
黒
人
に
接
觸
せ
し
時
は
、
幼
き
な
が
ら
黒
き
人
の
存
在
を
認
識
せ
り
。
さ
れ
ど
、

皮
膚
の
色
故
の
人
種
差
別
あ
り
と
は
意
識
せ
ざ
り
け
り
。
一
九
六
十
年
代
前
半
當
時
米
國
に
お
い
て
は
公

民
權
運
動
眞
つ
盛
り
な
る
に
未
だ
差
別
横
行
し
、
ト
イ
レ
に
行
く
に
さ
へ
難
儀
す
。C

olored

「
有
色
」
も
し
く

は

W
hite

「白
」と
を
明
示
し
あ
り
、
中
學
生
な
り
し
吾
は
ア
ジ
ア
人
に
て
白
人
に
は
あ
ら
ず
と
思
ひ
て
、
「有

色
」
の
ト
イ
レ
に
行
く
。
黒
人
に
汝
は
白
け
れ
ば
白
人
用
に
行
け
と
言
は
れ
「
白
」
に
入
る
に
、
汝
白
か
ら
ざ

れ
ば
あ
ち
ら
な
り
と
言
は
れ
、
小
用
も
た
せ
ず
右
往
左
往
せ
り
。
公
民
權
法
制
定
せ
ら
れ
、
吾
の
通
ひ
し
白

人
の
學
校
に
も
、
黒
人
の
子
供
た
ち
入
學
し
き
た
り
。
た
だ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
市
内
に
は
白
人
、
黒
人
と
明
ら
か

に
異
な
る
居
住
場
所
あ
り
て
、
吾
が
住
居
は
白
人
の
多
き
居
住
區
域
な
れ
ば
な
ほ
、
白
人
の
學
生
大
多
數

な
り
。
そ
の
後
私
立
の
學
校
に
轉
校
せ
る
に
、
富
裕
層
の
子
女
の
み
多
く
、
目
指
す
大
學
は
ア
イ
ビ
ー
リ
ー

グ
、
送
り
迎
へは
高
級
車
な
り
。
黄
色
人
種
も
あ
る
中
に
、
日
本
人
は
吾
一
人
な
れ
ど
も
、
イ
ラ
ン
や
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
石
油
王
の
娘
た
ち
も
在
籍
せ
り
。
但
し
黒
人
は
一
人

い
ち
に
ん

た
り
と
も
あ
ら
ざ
り
き
。
私
立
の
學
校
に
お

い
て
は
公
立
に
比
す
れ
ば
さ
ほ
ど
差
別
は
感
ぜ
ざ
れ
ど
も
、
白
人
至
上
主
義
の
ご
と
き
も
の
は
嫌
と
言
ふ
ほ

ど
味
ふ
。
こ
れ
は
一
個
人
の
經
驗
な
る
が
、
そ
は
國
の
レ
ベ
ル
に
響
か
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
日
米
同
盟
な
ど

と
我
が
國
の
政
治
家
た
ち
稱
へ
つ
る
も
、
彼
果
し
て
我
を
眞
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
覺
え
ゐ
る
か
疑
問
に
思
ふ
な

り
。 

  


